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年 　　主な出来事

1945 第二次世界大戦終戦

工藝指導所「戦後日本の工藝」発行

1946 日本国憲法公布（11 月）→翌年 5月施行

1949 ドッヂ・ライン（3月）、4月に 1 ドル＝ 360 円の為替レート設定

1950 朝鮮動乱が勃発（53 年：停戦協定）

1951 サンフランシスコ平和条約締結（翌年、発効）

松下幸之助、米国視察より帰国、「これからはデザインの時代」

レイモンド・ローウィ来日、翌年）新装デザインの煙草「ピース」

日本宣伝美術協会（JAAC 日宣美）結成

松下電器産業、意匠課設置

1952 輸出入取引法施行

毎日新聞社新日本工業デザインコンペ創設

工藝指導所は産業工芸試験所に改組

日本インダストリアルデザイナー協会（JIDA）設立

剣持勇、海外工芸事情研究（米国出張）、53 年にも米国視察調査

1953 『口紅から機関車まで』レイモンド・ローウィ著、藤山愛一郎訳

国際デザインコミッティー設立、グッドデザインセレクション開始

東京芝浦電気、デザイン課設置

1954 英国が意匠盗用（繊維）で日本側に厳重抗議

1955 日本、GATT（関税及び貿易に関する一般協定）加盟

日本繊維意匠センター設立

1956 特許庁に意匠奨励審議会設置

昭和 31 年度経済白書「もはや戦後ではない」

日本生産性本部、工業デザイン専門視察団を米国に派遣

日本陶磁器意匠センター設立、日本雑貨意匠センター設立

日本、国際連合に加盟（80 番目の加盟国、加盟申請は 52 年）

1957 グッド・デザイン商品選定始まる

『インダストリアル・デザイン』H・リード著、勝見勝・前田泰次訳

藤山外相、ロンドンで意匠盗用問題を追及される

日立製作所、デザイン研究所設立

1958 『グッド・デザイン－その制度と実例』特許庁意匠課

通商産業省通商局にデザイン課設置、意匠奨励審議会を移管

日本貿易振興会（JETRO）設立、デザイン課設置

意匠奨励審議会『わが国デザインの問題点とその対策』答申

1959 日本手工芸品対米輸出推進計画開始（ラッセル・ライト計画）

輸出品デザイン法施行、日本機械デザインセンター設立

意匠奨励審議会をデザイン奨励審議会に改称

『百万人のデザイン』ヘンリー・ドレフェス著、勝見勝訳

1960 『輸出品デザイン法－解釈と実務』通商産業省通商局デザイン課

JETRO ジャパン・デザイン・ハウス開設

世界デザイン会議 WoDeCo 開催（東京、26 カ国参加）

「国民所得倍増計画」閣議決定（池田勇人内閣）












